
「
看
病
」
、
「
介
抱
」
で
は
な
く
、
「
看
護
」
と
い
う
言
葉
は
い
つ

頃
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
・
石
原
明
ら
の
『
看

護
史
』
で
は
仏
教
の
用
語
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
、
明
治
初
期
に

は
ご
員
囚
侭
の
訳
語
と
し
て
「
看
病
」
が
使
わ
れ
た
と
書
か
れ
て
い

る
。
看
護
史
研
究
会
の
『
看
護
学
生
の
た
め
の
日
本
看
護
史
」
に

は
明
治
九
年
に
東
京
医
学
校
に
看
護
婦
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
載

っ
て
い
る
。
明
治
十
年
の
太
田
雄
寧
著
の
『
看
護
心
得
』
に
は
書

名
に
看
護
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
国
語
辞
典
で

は
明
治
十
四
年
の
「
こ
と
ば
の
は
や
し
」
に
は
ま
だ
看
護
と
い
う

言
葉
は
な
く
、
看
病
と
い
う
言
葉
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二

十
二
年
の
『
言
海
」
に
は
看
護
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
明
治
二
十

五
年
の
一
日
本
大
辞
典
』
に
は
看
護
、
看
護
婦
と
い
う
言
葉
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
れ
ま
で
の
記
録
で
は
明
治
九

F『ー
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「
看
護
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
の
は
じ
め

（
第
一
報
）
ｌ
看
護
と
い
う
言
葉
は
い
つ
か
ら
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
Ｉ

平
尾
真
智
子

年
が
最
初
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
以
前
の
使
用
例
は
な

い
の
か
探
索
し
た
と
こ
ろ
、
い
く
つ
か
の
事
実
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。仏

教
の
用
語
と
し
て
「
看
護
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
か
代
表

的
な
仏
教
辞
典
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
中
村
元
の
『
仏
教
語
大

辞
典
」
に
は
な
く
、
ま
た
『
望
月
仏
教
大
辞
典
」
に
は
看
病
と
い

う
言
葉
が
載
っ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。
仏
教
の
経
典
に
つ
い
て

は
『
国
訳
一
切
経
』
の
総
索
引
に
は
看
病
、
看
病
人
と
い
う
項
目

が
あ
る
が
「
看
護
」
と
い
う
項
目
は
な
い
。
「
国
訳
一
切
経
』
の
漢

文
原
典
で
あ
る
漢
訳
仏
典
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
で
は
「
看
病
」

と
い
う
原
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
日
方
大
乗
『
仏
教

看
護
学
』
（
昭
和
四
十
四
年
）
に
は
「
看
護
」
と
い
う
言
葉
が
仏
教
経

典
を
引
用
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
出
典
は
「
南
伝
大
蔵
経
」

と
な
っ
て
い
る
。
「
南
伝
大
蔵
経
」
は
パ
ー
リ
語
か
ら
和
訳
さ
れ
た

も
の
で
、
昭
和
十
年
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
関
係
の
言
で

あ
る
「
正
法
眼
蔵
随
聞
記
」
は
鎌
倉
時
代
の
道
元
の
弟
子
の
懐
葵

の
編
集
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
第
五
に
「
看
病
外
護
」
（
か

ん
び
ょ
う
げ
ご
）
と
い
う
言
葉
が
で
て
く
る
。

諸
橋
轍
次
の
「
大
漢
和
辞
典
」
の
看
護
の
項
目
に
は
、
出
典
と
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し
て
頼
山
陽
『
日
本
外
史
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
頼
山
陽
（
一
七

八
○
’
一
八
三
二
）
は
江
戸
時
代
後
期
の
漢
学
者
で
、
史
学
の
著
作

と
し
て
「
日
本
外
史
」
、
「
日
本
政
記
」
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
『
日

本
外
史
』
は
そ
の
対
象
を
頼
山
陽
の
生
き
た
武
家
時
代
に
と
り
、

平
氏
か
ら
徳
川
氏
に
い
た
る
ま
で
を
述
べ
た
漢
文
体
の
通
史
で
あ

る
が
、
そ
の
巻
之
十
七
徳
川
氏
前
記
豊
臣
氏
下
に
「
秀
頼
患
痘
福

島
正
則
自
安
芸
馳
至
日
夜
看
護
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
「
看
護
」

の
記
述
が
あ
る
。

『
陸
軍
病
院
扶
卒
須
知
」
は
明
治
八
年
に
陸
軍
が
看
護
要
員
全
般

用
に
作
成
し
た
も
の
で
、
日
本
に
と
っ
て
も
っ
と
も
先
駆
的
な
看

護
教
科
書
で
あ
り
、
教
育
に
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
本
の
原
本
は
オ

ラ
ン
ダ
の
軍
医
フ
ァ
ン
・
ジ
ュ
エ
ル
、
フ
ァ
ン
・
エ
セ
ル
氏
の
共

著
で
軍
医
の
堀
内
利
国
ら
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内

容
は
解
剖
学
、
衛
生
学
、
外
科
学
、
包
帯
学
、
救
急
諸
病
、
中
毒

証
、
死
者
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
の
序
文
と
衛
生
学
の
と

こ
ろ
に
「
看
護
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

看
護
と
い
う
言
葉
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
用
さ
れ
た
の
か
に
つ
い

て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
看
護
と
い
う
言
葉
は
仏
教
用
語
で
あ
る

と
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漢
訳
仏
教
経
典
で
は
「
看
病
」

と
い
う
用
語
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
鎌
倉
時
代
の

仏
教
書
に
は
「
看
病
外
護
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
お
り
、
江

戸
時
代
後
期
の
漢
学
者
に
よ
る
日
本
史
の
著
作
に
は
明
ら
か
に

「
看
護
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
明
治
に
な
っ
て
か

ら
の
「
看
護
」
の
使
用
は
陸
軍
軍
医
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
原
書
の

翻
訳
書
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

な
お
仏
教
関
係
の
害
で
『
看
護
知
事
名
籍
」
と
い
う
書
籍
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
探
索
し
て
い
き
た
い
。

（
山
梨
県
立
看
護
短
期
大
学
）
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